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学校関係者評価(平成22年度)
大津市立真野中学校

Ａ：十分達成されている Ｂ：おおむね達成されている Ｃ：成果が十分でない Ｄ：改善を要する

１．学校評価等

自己評価 学校関係者評価
評価設題

項目 項目 現 状 意見・提言等

１ 教育活動等について自己評価を行い、その結果を公表している。 Ｂ ・学校評価についてはいろいろな資料 ・公表については、昨年度に比べて
が出ているので、自分を振り返るに かなり改善されてきている。自己

○自己評価結果の公表 Ｂ は良いと思う。それまでの反省を客 評価が厳しいのではないか。A の
観的にすることができる。 評価でもよいのではないか。

○学校関係者評価の実施 Ｂ ・評価の結果を次年度にどのように生 ・教育活動等の様子についてはＰＴ
かしていくかが大きな課題である。 Ａの各種会議や学年通信等で伝わ

○学校関係者評価の公表 Ｂ ・ＨＰで結果を公表している。 ってきており、今年度は特にＨＰ
も充実してきている。

２．教育課程等

自己評価 学校関係者評価
評価設題

項目 項目 現 状 意見・提言等

２ 教育課程の計画的実施に努め、標準授業時数の確保が十分なされ Ｂ Ｂ ・家庭学習を意図的に増やし、学習習 ・授業参観等でも落ち着いた状況で
ている。 慣をつけることを目指している。 ある。

・各教科で、基礎・基本の定着をめざ ・家庭学習にも力を入れてほしい。
３ 基礎・基本の定着をめざした取り組み等により、確かな学力が身 Ｂ す取り組みを実施しているが、確か ・課題を与えることにも工夫してほ

についている。 な学力の定着をはかることは難しい しい。
状況である。 ・少人数指導配置について、今後は

４ 生徒の興味・関心や習熟の程度に応じて、指導体制や指導方法を Ｂ ・概ね、落ち着いた学習状況である。 懸念されるが、ぜひ予算はつけて
工夫し、習熟度別指導や少人数指導等によるきめ細かな指導を行 ・少人数指導(数学、英語)によるきめ ほしい。
っている。 の細かい指導を行っている。 ・財政が厳しいだからといって、現

・「こだわりの５分」や指導方法を工 状のレベルを維持してほしいし、
夫し、生徒が理解できるよう努力で 教育特に義務教育関係を削ること
きている。 のないようにしてほしい。

５ 職場体験や福祉・ボランティアの活動を豊かに進めている。 Ｂ ・一定の成果をあげているが体験する ・職場体験は、最初不安でもあった
ことが目的になっている面がある。 が、生徒は楽しみでも有り、ワク

○各種体験活動の積極的な実施 Ｂ ・体験場所の確保が難しい。 ワクした気持ちでいる。
・日常的な場で意識付けが必要。 ・体験場所の確保の難しさがわかる。

○活動後の発表会等学習のまとめ Ｂ ・生徒は意欲的に活動できた。学習の ・体験することが目的でも良いので
まとめも意欲的に取り組んだ。 はないか。

○発表会等への保護者等の参加 Ｂ ・発表会には保護者にも積極的な参加 ・夏休み中の活動は家の事情も考慮
を呼びかけた。 してほしい。実施する場合は早く

・学校規模が小さくなっていくなかで に知らせてほしい。
の実施方法の検討が必要である。 ・真野中が体験している事業所に幟
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等でわかりやすくしては。

６ 特別支援教育に対する校内指導体制は整い、個に応じた適切な指 Ｂ ・校内研修で、特別支援に関する知識 ・不登校の生徒数はどれくらいいる
導が行われている。 が得られその後の取組に活用できた のか。

・特別支援学級の生徒は支援されてい ・不登校気味の生徒に対して、時間
○個別指導計画の作成 Ｂ るが、普通学級の必要な生徒は支援 を超越して熱心に取り組んでいる。

できていない面がある。 ・発達障害への取り組みについては、
○組織的・計画的な特別支援教育体制の確立 Ｂ ・特別支援を必要としている生徒はた 現状の教員数では無理ではないの

くさんいると感じながら、具体的な か。より専門的な人がいなくては、
○巡回訪問等を活用した校内研修 Ｃ 手立てを講じることができていない 成果は上げられないのでは。

現状がある。 ・特別支援機養育のできる体制や人
・普通学級の生徒に対して十分な個別 を国や県が考える必要がある。

合いができた。 ・発達障害の判断は医療機関である
ならば、今の学校の状況では無理
なことが多いのでは。

３．学校の取り組み等

自己評価 学校関係者評価
評価設題

項目 項目 現 状 意見・提言等

７ 朝読書活動が定着している。 Ｂ ・朝読書の時間はほとんどの生徒が静 ・音読、群読等の項目は、評価設題
かに取り組んでいる。 の仕方に無理がある。

○週１回以上の全校一斉読書 ・読書の定着率は大変良く、生徒自ら ・図書室の本を充実させてほしい。
Ａ 進んで読書に取り組んでいる。 また生徒の視野も考慮した偏りの

・朝読書は定着しているが、できてい ない図書をお願いしたい。
○読書環境の整備や地域人材等の活用 ない生徒・宿題をしている生徒・遅 ・朝読書の時間は、その日の始まり

Ｂ 刻生徒もいる。 という位置づけで気持ちを落ち着
・ただ漠然と読書に取り組むだけでは け、授業に集中するために良いこ

○音読、群読、暗唱等発表の場の設定 なく、クリティカルリーディング（批 とである。
Ｃ 判的な読み）も必要である。

８ 学習規律の確立と習慣化の指導ができている。 ・家庭学習について、十分にできてい ・教室のロッカーに教科書等をおい
Ｂ ない生徒が多い ている生徒が多い。

Ｂ ・家庭学習の状況把握については不十 ・持ち帰らないと学習できない指導
９ 生徒の家庭学習の状況を把握し、適切な指導ができている。 分である。 を考えてほしい。

Ｃ ・補充学習にももっと力を入れたいが ・補充学習の形態はどのようなもの
時間の確保が難しい。 か。

10 行事が創造的に行われ、生徒の自主的な取組を進めている。 ・行事については、教師主導というも ・部活動について、多種多様な部の
Ｂ のが多く、生徒が自主的に運営でき 存続は、生徒の選択肢を広げ、自

る場がもっとあるとよい。 主性を養うことに繋がる。今の規
11 部活動は、適切な運営がなされ、健全な心身を育成している。 ・部活動に関しては、しっかりと指導 模でできる範囲で考えるべきでは。

Ｂ しきれていない面がある。（平日の 特に運動部の在り方についてはバ
直接指導ができていないことがあ ランスよく配置してほしい。
る）また、下校時間が守れないなど ・勝ちに拘りすぎる傾向があるので
課題も多い。 は。

・部活動のあり方そのものを考える時
期にきている 。
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４．生徒指導等

自己評価 学校関係者評価
評価設題

項目 項目 現 状 意見・提言等

12 友だちとの豊かな人間関係づくりや集団生活へのルールやマナー Ｂ Ｂ ・子どもの様子を把握しながら、安定 ・教育相談や不登校傾向生徒への対
等が身につくよう指導に努めている。 した学級・学年運営ができている。 応については、きめ細やかな指導

・基本的なルールは守ろうと多くの生 を十分にやってもらっていると思
13 生徒の生活実態を把握し、基本的な生活習慣が確立できるように Ｂ 徒はきちっと生活できている。しか うが。より以上のことは人的配置

努めている。 しながら、正義が通らない傾向があ の充実が必要では。
り全職員が、危機意識を持って指導 ・自転車通学の実態は。

14 教育相談や個別の指導支援、関係機関との連携により、不登校・ Ｂ を行う必要性がある。 ・子どものマナーよりも大人のマナ
不登校傾向児童生徒へ適切な対応を行っている ・安全に配慮する点がまだまだ不十分 ーの悪さが気になる。地域の大人

・不登校・不登校傾向児童生徒へ適切 から範を示すべき。
15 学校安全計画等により、計画的に安全を確保する取り組みを実施 Ｂ な対応を行っているが、組織として ・交通安全のルールを守ることは登

している。 十分な成果は残せていない。 校時概ねできているように思うが、
・安全指導については、指導の徹底を 下校時はややルールが守れていな

16 生徒は交通安全についてのルールを守って登下校を行っている Ｃ はかっているが、自転車の運転につ いし、いたずらするケースも見受
いては、交通ルールが守れない生徒 けられる。
が多く、地域の方からの苦情も多い。 ・「飛び出し坊や」がいたずらされた
早急に改善する必要がある。 のは残念。

17 計画的に道徳の授業が実践でき、全教育活動を通して道徳的実践 Ｂ ・道徳の公共心や公徳心といった力を ・道徳については、中学校段階では
力を高める指導を行っている。 つけるための実践を更に増やしてい なく、幼小中の連携がより必要で

くことが必要である。 はないか。また、小さいときの家
○生命を尊重する心や公共心、公徳心などの道徳的実践力を育て Ｂ ・道徳の年間計画の見直しをおこなっ 庭での躾が大切である。
る活動の実施 た。 ・地域でも子どもを知ることで、良

・道徳等の研修を深めたい。研修でき くない行為には声をかけたり、注
る講座数増が望まれる 意できる。

○道徳の授業研究や資料の整備・交流 Ｂ ・普段の道徳指導はもちろん保護者へ ・小学校段階での道徳教育が今は大
の公開授業の時は学年での準備がで 切だと思うが。

○保護者等への道徳の公開授業 Ｃ きた。 ・武道等で礼儀を重んじる授業を。

５．家庭・地域との連係，開かれた学校づくり

自己評価 学校関係者評価
評価設題

項目 項目 現 状 意見・提言等

18 授業や行事等を保護者・地域に公開し、学校情報を広報誌やＨＰ Ｂ ・鯉のぼり祭り、夏祭りなど地域との ・多くの中学生が地域の行事に参加
等を活用して積極的に発信している。 交流はよくできている。 してくれているのはありがたい。

・茶話会は保護者同士が思うことを自 また、は部活単位で多くの生徒が
○地域行事等への生徒の積極的な参加 Ｂ 由に話せる雰囲気があったと思う 参加している。

・保護者同士の交流や学習の場を意図 ・地域行事の企画等に中学生の力が
○保護者の子育てに対する積極的な支援 Ｃ した参観、懇談会の実施については 発揮できる場を。

不十分であった。 ・地域力を高めていきたい。
○保護者の悩みを聞く個別相談の実施 Ｂ

○保護者同士の交流や学習の場を意図した参観、懇談会の実施 Ｂ
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19 保・幼・小・中の校園が、円滑な接続に向けた取り組みを実施し Ｂ ・市の保幼少中連携事業において、中 ・小中の連携を具体的に進めてほし
ている。 学校が事務局となり、成果をあげて い。たとえば、生徒会と児童会と

いる。 の交流や地域での協同的な作業で
○子どもの校種間交流や教員の出前授業 Ｂ ・真野北幼稚園の園児が体育大会に参 の交流も考えては。地域でも協力

加した。(玉入れなど) したい。
○校種間の合同研修会 Ｂ ・真野教研等定期的に行われている

ので、校種間での交流は持てている。
○校種間の授業公開 Ｃ ・真野教研では各校種の先生方からさ

まざまな話を聞くことができた。

６．施設設備等

自己評価 学校関係者評価
評価設題

項目 項目 現 状 意見・提言等

20 施設・設備の点検は定期的に実施され、改善や補修等が図られて Ｂ ・掲示物へのいたずらはほとんど無い ・何年か前に学校見学にきたたこと
いる。 Ｂ が、電灯のスイッチへのいたずらが があるが、以前比べて格段に綺麗

何度か見られた。 になっている。
21 掃除、掲示物等校舎内外の環境美化のための指導はでできている。 Ｂ ・清掃については、生徒の意識を高め ・ゴミの少ない学校になってきてお

るためにも、毎日実施するべきであ り、先生方の指導のおかげである。
る。 ・校地周りの側溝に土砂が堆積して

・担当教師による点検はしっかりでき いて、流れが悪くなっている。
ている。

７．学校満足度

自己評価 学校関係者評価
評価設題

項目 項目 現 状 意見・提言等

22 生徒が楽しく充実した学校生活を過ごせるように、創意工夫した Ｂ ・学校規模が縮小していくなかで、思 ・改革の必要性はわかるが、そのこ
教育活動を実施している。 Ｂ い切った改革が必要である。 とで指導体制の縮小ではなく、小

規模としての指導を充実してほし
い

８．課題・改善策への取り組み

・学校関係者評価の概念がはっきりしない面がある。
・昨年度との比較ができるように工夫してほしい。


